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１　沖縄県および宮古島市の農業の概要

（１）　沖縄県の概要
　沖縄県は、亜熱帯海洋性気候に属し、１
年を通じて温暖な気候である。年平均降水
量は約2041ミリで全国でも比較的雨量の
多い地域でもある。また、台風の常

じょう

襲
しゅう

地
ち

であり、特に６月から10月に台風が接近
することが多い。

　野菜は、亜熱帯の温暖な自然条件を生か
し、冬春期の本州の端境期における供給産
地として生産が行われている。28年の沖縄
県の農業産出額は21年ぶりに１千億円を超
え、1025億円となったが、そのうち野菜は
144億円であり、全体の14.0％を占めてい
る（図１）。野菜の主要品目としては、にが
うり、さやいんげん、トマト、きゅうり、か
ぼちゃ、オクラ、ピーマン、レタスなどがある。

図１ 沖縄県の農業産出額の内訳（ 平成２ ８ 年）

資料：農林水産省「平成２８ 年生産農業所得統計」より機構作成
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図１　沖縄県の農業産出額の内訳（平成28年）

資料：農林水産省「平成28年生産農業所得統計」より機構作成
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【要約】

宮古島市では、温暖な気候を生かし本州の端境期を利用したさやいんげん栽培を行って
おり、生産農家の増加に伴い、生産量も年々増えている。沖縄産野菜の東京市場における
占有率は、特に年末から春先にかけて高く、平成29年の東京都卸売市場における入荷量
では全国１位となっている。沖縄県における拠点産地認定を目指して、行政、農協、生産
者が一丸となり、さやいんげん栽培に取り組む宮古島市の生産概況や今後の見通しを報告
する。

本州の端境期を利用した野菜出荷の取り組み
～沖縄県宮古島市におけるさやいんげん栽培～
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表１　沖縄県における野菜の品目別県外出荷量および出荷額（平成27年）

資料：平成27年版沖縄県農林水産部「沖縄県の園芸・流通」より機構作成図２ 野菜の主な品目の出荷カレンダー

資料： おきなわホームページより機構作成
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（２）　野菜の出荷状況
　平成27年の野菜の県外出荷額は、約32
億円でここ10年間では最も多くなった。
県外出荷される品目としては、かぼちゃ、
にがうり、とうがん、さやいんげん、トマ
ト、オクラが上位を占めている。県外出荷
額ベースでは、さやいんげん、かぼちゃ、
にがうり、オクラの４品目で全体の約７割
を占める（表１）。
　また、にがうりは一年を通して出荷が可
能であり、さやいんげんやかぼちゃは冬か
ら春にかけた本州での端境期、夏野菜であ
るオクラは４月から12月まで出荷される
（図２）。

（３）　�宮古島市の農業の概要と地下ダムの
活用

　宮古島は沖縄本島から南西に約290キ
ロ、東京から約2000キロに位置し、大小
６つの島で構成されている（図３）。宮古
島の総面積は204平方キロメートルで、島
全体がおおむね平坦で、低い台地状を呈し、
山岳部は少なく、大きな河川もなく、生活
用水等のほとんどは地下水でまかなってい
る。宮古島は高温多湿な亜熱帯海洋性気候
に属し、年平均気温は23.1度、年平均湿
度は約80%である。

品　目 県外出荷量
（トン）

県外出荷額
（百万円）

かぼちゃ 1,450  611

にがうり 1,225 515

とうがん 891  154

さやいんげん 791 725

トマト 760  242

オクラ 513 432

レタス 198 33

すいか 172 40

ピーマン 81  32

その他 533 426

計 6,614 3,210

図２　沖縄県における県外への野菜の出荷時期（平成27年）

資料：JAおきなわホームページより機構作成
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　総人口は約５万1000人、農家戸数は
4722戸である。農業産出額146億円のう
ち、１位はサトウキビを含む工芸農作物で、
次いで、畜産、野菜、果実となっている（図
４）。
　宮古島市では、温暖な気候を生かし、本
州の野菜生産の端境期に出荷を行うことが
できることが強みとなっている。また、平

成12年から地下ダムを活用する農業を推
進している。宮古島の土壌はサンゴ礁が隆
起してできた透水性の高い琉球石灰岩から
なり、降水の約40%（約1.4億トン）は保
水せず直ちに土壌面から浸透して地下水と
なることから、全域に地下ダムが整備され、
施設園芸に適した環境が整っている。

図３　宮古島の位置

図４　宮古島市の農業産出額の内訳（平成27年）
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146億3千万円

果実　4億5千万円
（３％）

野菜　14億1千万円
（10％）

畜産　34億7千万円
（24％） 工芸農産物

91億2千万円
（62％）

その他　1億8千万円
（１％）

資料：機構作成

資料：農林水産省統計情報「わがマチ・わがムラ」
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２　沖縄県のさやいんげん栽培

（１）　沖縄県のさやいんげんの出荷状況
　さやいんげんは北海道から沖縄まで、日
本中で栽培されているため一年中手に入る
が、特に、春から秋にかけて出回り量が増
える。本州で栽培が困難な冬から春にかけ
ては、沖縄からの出荷が多くなる。
　東京都中央卸売市場への月別入荷実績
（平成29年）を見ると、12月から４月に
かけては沖縄産、５月から６月は千葉産、
鹿児島産、茨城産が大きなウェイトを占め
ている。７月から９月は福島産が、10月
から11月は長崎産の入荷が多い。また、
12月から３月はオマーンからの輸入が多
くみられる（表２）。沖縄県では他産地の
端境期で高単価が見込める冬春期のさやい
んげんの出荷に力を入れている。

（２）　�宮古島市におけるさやいんげんの　
拠点産地登録に向けた取り組み

　沖縄県では、戦略品目を定めて市場競争
力の強化や有利販売に取り組んでいる。現
在は、園芸作物の生産振興を図るため、定
時・定量・定品質の出荷ができる拠点産地

を形成し、市場に信頼されるおきなわブラ
ンドの確立を進めている。さやいんげんに
ついては沖縄県中部のうるま市、南部の南
城市、八重瀬町が先行して認定を受けてい
る。宮古島市は５品目（にがうり、とうが
ん、かぼちゃ、オクラ、マンゴー）で拠点
産地認定を受けており、６つ目の登録品目
としてさやいんげんが期待されているとこ
ろである。
　認定されるためには、生産出荷組織の設
立、生産振興計画などの策定が条件となる
が、認定を受けると国や県の補助事業を導
入しやすくなるという。このため、平成
29年にはさやいんげんの拠点産地認定に
向けた地域農業振興総合指導事業推進会議
が沖縄県、宮古島市、ＪＡ、生産者で組織
され、さやいんげんの産地育成に関する重
点的な指導などを３年間にわたり実施し、
31年までに年間生産量100トン以上を目
標にしている。同会議では拠点産地の認定
に向けて、産地リーダーの育成、栽培技術
の高位平準化を推進し、現地検討会や実証
展示圃

ほ

場
じょう

の設置、野菜品評会の出品支援、
販売促進活動などに一丸となって取り組ん
でいる。さやいんげんは温度、湿度の管理

表２　東京都中央卸売市場におけるさやいんげんの月別入荷実績（平成29年・上位３県）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京・大阪「市場月報」）
　注：（　）内の数値は、月別入荷量計に占める割合（％）である。

（単位：トン）
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

1 位
沖縄 沖縄 沖縄 沖縄 千葉 千葉 福島 福島 福島 長崎 長崎 沖縄

197 177 163 169 100 127 162 173 197 60 71 82
(67) (64) (59) (70) (32) (33) (50) (54) (62) (23) (42) (43)

2 位
オマーン オマーン オマーン 鹿児島 鹿児島 茨城 茨城 群馬 青森 福島 鹿児島 オマーン

65 82 87 29 67 86 49 51 38 57 67 54
(22) (30) (31) (12) (21) (23) (15) (16) (12) (22) (40) (28)

3 位
鹿児島 鹿児島 鹿児島 オマーン 沖縄 長崎 千葉 青森 群馬 茨城 千葉 鹿児島

20 10 19 24 61 66 29 48 27 41 11 30
(7) (4) (7) (10) (19) (17) (9) (15) (8) (16) (7) (16)

入荷量計 292 275 277 241 313 380 324 319 320 264 169 192
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表４　伊良皆氏の生産概要

収穫面積（a） 収穫量（ｔ） 単収（ｔ /10a）

27 年産 10 2.2 2.2

28 年産 15 3.5 2.3

29 年産 10 2.7 2.7
資料：聞き取りにより機構作成

が必要なことからハウスで栽培されるが、
宮古島市では沖縄県新規就農一括支援事業
等でハウスの新設に取り組み、ハウス栽培
の面積を年々拡大させており、10年前は
30戸程度であった農家数が現在では56戸
にまで増加している（表３）。

３　伊良皆氏のさやいんげん栽培の概要

　本稿ではＪＡおきなわ宮古地区サヤイン
ゲン部会の部会長である伊

い

良
ら

皆
みな

雄作氏の取
り組みを報告する。

（１）　生産農家　伊良皆雄作氏の生産状況
　伊良皆氏は35歳で地域のさやいんげん
生産者の中では若手であるが、今後は若い
人が部会をまとめなければならないと地域

の推薦を受け、平成28年よりＪＡおきな
わ宮古地区野菜・果樹生産出荷連絡協議会
のさやいんげん専門部会の部会長を務めて
いる。部会では勉強会や現地検討会を開い
て部会員の技術の向上に努めている。
　伊良皆氏はさやいんげんの他、露地栽培
により親の代からオクラを栽培している。
オクラも播

は

種
しゅ

から収穫までの期間が60日
であり、栽培もさやいんげんに通じるとこ
ろがある。同氏はオクラの露地栽培でも地
域の生産部会の出荷量で常に上位に位置
し、さやいんげん生産においても地域のけ
ん引役として期待されている。
　労働力は伊良皆氏のみであるが、丁寧な
栽培管理とかん水で、収量アップと高品質
なさやいんげん栽培に意欲的に取り組み、
毎年約３トンを収穫している（表４）。

表３　宮古島市におけるさやいんげん生産概要の推移

部会人数 収穫面積 (ha) 収穫量 (t) 単収 (t/10a)

21 年 36 1.9 20.9 1.1

22 年 36 2.6 31.5 1.2

23 年 33 2.6 23.4 0.9

24 年 34 2.7 41.0 1.5

25 年 35 2.3 47.7 2.1

26 年 42 2.8 56.6 2.0

27 年 46 3.0 57.3 1.9

28 年 45 3.3 79.9 2.4

29 年 56 3.4 93.2 2.1
資料：聞き取りにより機構作成



64野菜情報 2018.7

（２）　栽培暦
　播種から収穫までは約60日で、播種は
10月と１月の２回である。品種は主にわ
い性のサーベルである。播種後、本葉が２
～３枚ほどになったら間引いて生育の良い
苗を残す。収穫は５月頃まで可能であるが、
ＪＡおきなわ宮古地区では４月中に収穫を
終えるために、遅くとも２月10日頃まで
には播種を行うように指導している（図
５）。

　堆肥は播種の１ヵ月前に与え、元肥はマ
ルチ張りの１週間前に施用し、生育期にも
追肥を行っている。枯れている葉などは光
線不足や病気の原因にもなるため、小まめ
に取り除くようにしている。開花から約
10日後に収穫となる。収穫は種の部分が
膨らんでいない若いさやを選んで収穫す
る。輪作は行っておらず、栽培時期以外は
主に土作りを行う。秋口には台風も多くな
るので、ハウスの維持が困難になるという。

写真１　作業中の伊良皆氏 写真２　さやいんげん栽培のハウス内

資料：聞き取りにより機構作成

○ □□□
○ □□□

○： 播種 □

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 １２月６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

： 収穫

１２月１１月１０月９月８月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

図５　さやいんげんの作型

写真３　伊良皆氏のさやいんげん（サーベル）
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（３）　栽培品種
　さやいんげんはつるがあるもの（つる
性）と、つるがないもの（わい性）に大き
く分かれる（表５）。つるありは、草丈が
２～３メートル程度に伸長するため、収穫
期が長く、収穫量も多く、全国的に栽培さ
れている。つるなしは草丈が50センチ程
度にしかならないため、収穫期間が短いが、
短期間にまとめて収穫することができる。
　宮古島市では、つる性のグリーンワン
ダーが約７割、わい性のサーベルが約３割
である。
　つる性のグリーンワンダーは、10月から
育てても収穫が２回程度しかできず、収穫
遅れは品質劣化につながる。また、ピーク

が集中するため、収穫作業の負担が大きい。
　わい性のサーベルは、近年栽培が増えて
いる品種である。ジベレリン処理（注１）によ
り長期取りが出来るため、10月から植え
付けを始めれば、５月までに３回作も可能
であるという。ただ、収穫のタイミングや
湿度管理が難しい。収穫時は適度な大きさ
のものから順に選んでいく。伊良皆氏は、
管理作業を上手くこなし、無理のない範囲
でサーベルの割合を増やしていきたいとい
う。

注１：ジベレリンは植物ホルモンの一種。
　　　沖縄県農業研究センター野菜花き班、宮古島支所

の試験ではジベレリン２回処理により１回処理よ
りも収量が増えるという結果が出ている。

写真４　生育期のさやいんげん

表５　宮古島市における栽培品種と特徴

品種 メリット デメリット 主な品種 栽培面積の割合

つるあり
（つる性）

・比較的手間がかからない
・比較的収穫期が長く多収

・ 収穫期が一度に到来するため、
収穫の作業が集中する

・ 秀品率が低い
グリーンワンダー 約 7 割

つるなし
（わい性）

・ 適度な大きさのものから収
穫する余裕がある

・ ジベレリン処理により長期
取りが可能でつる性よりも
多収量が期待できる

・発芽を揃えることが難しい
・ ジベレリン処理の手間がかか

る
・ 収穫のタイミングや湿度管理

が難しい

サーベル 約 3 割

資料：聞き取りにより機構作成
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（４）　ジベレリン処理で収量アップ
　単収向上と低い位置での収穫作業を少な
くするために、ジベレリン処理を行ってい
る。幼苗期にジベレリン（植物ホルモン）
を散布することで、主枝の節間を伸長させ、
各節の採光性を改善し、分枝の発生を促し
長期的に栽培を行う方法であり、わい性の
さやいんげん栽培に利用されている。ジベ
レリン処理を２回行うことにより50セン
チの丈が180センチまで伸びるようにな
り、多収量が期待できる。
　伊良皆氏は本葉が２葉出た時期の夕方を
ねらって葉の裏側にホルモン剤を噴霧して
いる。夕方は葉が寝るため、管理作業がし
やすくなるという。その２日後に同様に２
回目の処理を行う。ジベレリン処理が１回
に制限されていた時は、効果が不安定で、
生育が不十分で背丈も低く曲がりも多かっ
たが、平成25年４月からジベレリンの使
用制限が２回に拡大されたことで、十分な
生育が見込めるようになった。節間が伸び
ることにより、腰を曲げずに立ち姿で収穫
できるという。また、背丈が大きくなるこ
とで、全体に光が当たりやすくなり、長期
栽培ができるようになった。

（５）　豊富な水源に支えられる灌水
　灌

かん

水
すい

は地下ダムから伸びるパイプを使っ
て行っている（写真５）。生育期の灌水は
重要であり、週に１回程度、多いときで４
～５日に1回、寒いときには10日に１回
など気候により灌水の頻度を変えている。
また、葉面にも散布することによりさやい
んげんの生育を促進している。土壌が湿っ
ていると茎が腐って病気になるので、追肥
や施水は午前中に行うようにしている。
　開花時期やさやが着く時期に水分が不足
すると花が落ちてしまったり、さやが曲が
る傾向があるので、十分な灌水を行うよう
注意している。

（６）　病害虫対策
　ハウス内での防除は発生初期の駆除が重
要である。病害虫が発生してしまうとハウ
ス内の全域に行き渡ってしまい、１棟全て
が収穫できなくなることもあるため、病害
虫を発生させないよう予防に注力してい
る。
　具体的には、夏場に土壌にビニールシー
トをかぶせて水をまき、蒸気で蒸すことで、
播種前に太陽熱消毒により線虫の駆除を
行っている。

写真５　地下ダムから伸びるパイプ 写真６　さやいんげんの花
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（７）　収穫作業
　収穫は手作業のため重労働であり、さや
いんげん生産に係る作業はおよそ７割が収
穫作業で、３割は肥培管理や追肥などの土
作りである。さやが大きくなり過ぎても規
格から外れてしまうことから、収穫の適期
を逃さないために、夜間にヘッドライトを
して収穫することもあり、収穫時期は多忙
を極める。

（８）　選別から出荷まで
　収穫されたさやいんげんは、ＪＡおき
なわの集荷場で選別が行われる（写真７）。
選別作業には15名が携わっており多い時
で日量で約１トンが搬入され、等級付け

される（写真８～11）。等級は曲がり、太
さの他、緑色の濃さ、皮が薄くハリがあ
ること、太さが均一かどうか、切り口の
鮮度が選別の基準となり、大きすぎると

写真10　出荷場のいんげん（選別前） 写真１1　小売店向けパッケージ

写真７　ＪＡおきなわの集荷場

写真８　集荷場に設置されたベルト 写真９　ベルトに載せて長さを計る
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規格外となる。売れ筋の規格であるＬサ
イズは12.5 ～ 14.5センチである。さや
いんげんは、収穫作業もさることながら、
選別や箱詰めに多くの労力を必要とする
ため、一度に大面積の栽培は困難であり、
宮古島市においては生産法人での生産は
なく、家族経営のみとなっている。
　かつて、残留農薬の問題によりさやいん
げんの輸入が減ったことがあったが、宮古
島市のさやいんげんはJＡおきなわの中で
も特に厳しい基準を設けており、市場の信
頼を得るために、日々、品質の維持に努め
ている。
　沖縄本島でもさやいんげんを栽培してい
るため、県内向けの出荷はなく、全て県外
向けとなっており、東京と大阪の市場に空
輸で出荷している。

４　沖縄県新規就農一貫支援事業の活用

　宮古島市のさやいんげんは、品質良好で
市場での評判もよく、他産地の端境期に有
利販売も期待できることから、宮古島市で
は増産に向けて就農初期投資支援を行って
いる。
　具体例をあげると、１棟252平方メー
トル（６メートル×42メートル）のハウ
スを新設する費用は約200万円であるが、
ハウスの導入事業により８割を県が負担
し、農家の負担は２割となっている。その
他、ＪＡのリース事業も活用し、増産に向
け取り組んでいる。
　ＪＡおきなわ宮古地区では、事業による
ハウス導入を平成26年度から４年間にわ
たり、毎年50アール実施しており、現在
までに２ヘクタールほど完成している。露
地栽培のオクラ農家やハウス栽培を行って

いるにがうり農家からの転作の希望者もお
り、引き続き、平成33年度まで４ヘクター
ルを目標に計画的にハウスを導入していき
たいという。
　ＪＡおきなわ宮古地区の栽培指導では、
適正に管理できる経営規模として２～４棟
（５~10アール）としている。収穫量は平
均500~600キログラムであるが、栽培が
上手い生産の場合１トン程度、出荷する
ケースもあるという。

５　課題と今後の見通し

（１）　課題
　さやいんげんの節間伸長処理技術は、ジ
ベレリン使用が１回から２回へ適用拡大さ
れたことで、圃場間、農家間のバラツキが
改善され、わい性さやいんげんの生産拡大
が期待されている。ジベレリン処理を行う
農家戸数や単収は向上しているが、管理可
能な適正経営面積はまだ定まっておらず、
課題となっている。また、台風などの自然
災害を恐れて、播種時期が遅れてしまい、
単収が低い生産者も見られるという。
　また、収穫ばかりでなく、労力のかかる
選別作業も課題である。ＪＡおきなわの集
荷場の選別機ではＡ、Ｂ、Ｃといった粗い
選別しかできないため、収穫量が増産傾向
にある中、選別の作業を少しでも効率的に
行える機械の導入が待たれる。

（２）　今後の見通し
　伊良皆氏は、苦労も多いが丁寧な栽培管
理と灌水が高品質なさやいんげん生産につ
ながり、やればやるほど成果があると語る。
10年前は30名程だった部会員が現在は
50名を超え、多くの農家がさやいんげん
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を生産するようになっており、部会の中で
も切磋琢磨していきたいと語る。平成30
年１月に行われた「おきなわ花と食のフェ
スティバル2018」の野菜品評会では、Ｊ
Ａおきなわ宮古地区サヤインゲン部会の副
部会長である上地宏明氏が最高賞の農林水
産大臣賞（金賞）を受賞した。宮古島産の
さやいんげんが金賞を受賞したのは初めて
で、宮古島のさやいんげんが沖縄県の拠点
産地に登録される可能性が出てきたとい
う。今回の品評会ではさやいんげんの部に
最も多く出品されており、地域の生産者の
熱意がうかがえる。

６　まとめ

　宮古島市では、産地登録に向けて、行政
機関、ＪＡ、生産農家が一丸となってさや
いんげんの栽培に取り組んでいる。今回取
材した伊良皆氏は作り手の中では若手で、
今後、増産が期待される部会を引っ張って
いく者として適役といえよう。さやいんげ
んは生産農家の収穫作業もさることなが
ら、その後の選別作業など、ＪＡの業務に
負うところも多いため、一つの目標に向け
た連帯感は強く、その分、意欲の高さも感
じた。
　このような関係者の良好な関係が継続
し、宮古島市の農業がさらに発展していく
ことを期待する。
　最後に、今回取材に御協力いただいたＪ
Ａおきなわ宮古地区営農振興センター農産
部の与那覇英人氏、生産農家の伊良皆雄作
氏をはじめ、関係者の皆様に深く感謝申し
上げます。

写真12　就農初期投資支援により導入されたハウス




